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千円

申告書⑧欄(ロ)へ転記

③欄　①欄の額に②欄の率を乗じた額を記入し、一円未満の端数が生じた場合であってもその端数は切り捨てないでください。

（３）一元適用事業及び二元適用事業が一般拠出金を申告する場合は、算定基礎額は次表により

算定し、申告書に転記してください。

④欄　【労災保険分】③欄の(ニ)＋(ホ)に一円未満の端数が生じる場合は、※の場合を除いて端数を切り捨てた額を（ヲ）に記入してくだ

　　　さい。※①欄の(イ)と(ヘ)の額,(ロ)と(ト)の額がそれぞれ同額であり、かつ、③欄の(ニ)＋(ホ)と(ヌ)＋(ル)の各々の小数点

　　　以下を足した結果、一円以上となる場合にのみ、その端数を切り上げた額を（ヲ）に記入してください。

　　　【雇用保険分】③欄の(ヌ)＋(ル)に一円未満の端数が生じる場合は、その端数を切り捨てた額を(ワ)に記入してください。

一般拠出金の算定基礎額

（労災保険関係が成立している全ての

事業が記入）

（10）の合計額の千円未

満を切り捨てた額

85,391

千円

申告書⑧欄(ヘ)へ転記

【

記

入

上

の

注

意

】

①欄　適用期間（前期・後期）に該当する保険料算定基礎額を集計表から転記してください。

　　　千円未満の端数が生じる場合は、その端数を切り捨ててください。

（2）二元適用事業が労災保険分を申告する場合は、算定基礎額は次表により算定し、申告書に転

記してください。

②欄　【労災保険分】令和4年度労災保険率（またはメリット料率）を（ハ）に記入してください。

　　　【雇用保険分】適用期間（前期・後期）に該当する雇用保険率（チ）,（リ）に記入してください。

労災保険分の算定基礎額

（二元適用事業のみ記入）

（10）の合計額の千円未満

を切り捨てた額



合　計

73,100

千円

864,502

　円



　円

（ヘ）＋（ト）



(ヌ)＋(ル)

一円未満端数は切り捨てない

(ワ)(ヌ)＋(ル)の端数処理

注意参照

申告書㉜欄(ヘ)

⁺

(ト)

と⑧欄(ホ)へ転記

申告書㉜欄

(ヌ)＋(ル)へ転記

申告書⑩欄(ホ)へ転記

85,390

千円

213,475

　円



円

合　計

（イ）＋（ロ）



(ニ)＋(ホ)

一円未満端数は切り捨てない

(ヲ)(ニ)＋(ホ)の

端数処理  注意参照

申告書㉜欄(イ)

⁺

(ロ)と⑧

欄(ロ)へ転記

申告書㉜欄

(ニ)＋(ホ)へ転記

申告書⑩欄(ロ)へ転記



（令和4年10月1日

～

令和5年3月31日）

48,803

千円

122,007.5

（令和4年10月1日

～

令和5年3月31日）

42,513

千円

後期分

(ロ)(10-2)

千円未満端数切り捨て

(ホ)(ロ)×(ハ)

一円未満端数は切り捨てない



後期分

(ト)(12-2)

千円未満端数切り捨て

573,925.5

　円

　円

13.50

申告書㉜欄(ロ)へ転記 申告書㉜欄(ホ)ヘ転記

申告書㉜欄(ト)へ転記

申告書㉜欄(ル)ヘ転記

(リ）

1000分の

(ル)(ト)×(リ)

一円未満端数は切り捨てない

　円

9.50

申告書㉜欄(イ)へ転記

2.50

申告書㉜欄(ニ)ヘ転記

申告書㉜欄(ヘ)へ転記

申告書㉜欄(ヌ)ヘ転記

（令和4年4月1日

～

令和4年9月30日）

30,587

(ニ)(イ)×(ハ)

一円未満端数は切り捨てない



前期分

千円

③確定保険料額（その1） ④確定保険料額（その2） ① 保 険 料 算 定 基 礎 額

290,576.5

　円

②保険料率 ③確定保険料額（その1） ④確定保険料額（その2）



≪　令和4年度　確定保険料算定内訳　≫　（新　設）



確

定

保

険

料

算

定

内

訳

労災保険分

算定期間　令和　4　年　4　月　1　日　から　令和　5　年　3　月　31　日

雇用保険分

算定期間　令和　4　年　4　月　1　日　から　令和　5　年　3　月　31　日

① 保 険 料 算 定 基 礎 額 ②保険料率

(ヘ)(12-1)

千円未満端数切り捨て

(チ）

1000分の

(ヌ)(ヘ)×(チ)

一円未満端数は切り捨てない



（令和4年4月1日

～

令和4年9月30日）

36,587

千円

91,467.5

前期分

(イ)(10-1)

千円未満端数切り捨て

(ハ）

1000分の

67

0

(11) (12)

302

85,391,026

135 73,100,805

12,290,221

(9)

(10)

135 73,100,805 0

42,513,118

合　　　計 135 73,100,805 0 0 167

0 0

0



月



0

令和4年度

後期計（新設）

67 42,513,118 0 0



0



(12-2)

48,803,109 42,513,118

85 6,289,991 152

(10-2)

67

賞与



年



7,958,741



5,487,451



15 5,487,451

賞与 4年 12 月



13 995,412 28 6,482,863 15



7,958,741 7,958,741



7,958,741



3 月 15 5,487,451



27 12 5,062,658



15 1,121,254

6,751,250



10 6,751,250



2 月



15 1,251,547 25 8,002,797 10

12 5,062,658 6,183,912 12 5,062,658



令和 5年 1 月 10 6,751,250



21 10 5,257,747



11 899,998

5,175,487



10 5,175,487



12 月



16 1,000,333 26 6,175,820 10

10 5,257,747 6,157,745 10 5,257,747



30,587,687 0

10 6,819,784



11 月 10 5,175,487



25 7,841,231 10 6,819,784



10 6,819,784



15 1,021,447



10 月

6,000,230 150

(10-1)

68



0

令和4年度

前期計（新設）

68 30,587,687 0 0 82



0



0

0 68

(12-1)

36,587,917 30,587,687

賞与



年



月



12 3,787,451

賞与 4年 6 月



13 995,412 25 4,782,863 12 3,787,451

5,200,578 5,200,578



5,200,578



5,200,578



4,362,541



9 月 12 3,787,451



5,483,874 12 4,362,541



12 4,362,541



14 1,121,333 26



8 月 12

13 1,002,454 23



7 月 10 5,001,250



12 898,745 24



10 5,001,250 6,003,704 10 5,001,250



12 4,125,487



6 月 12

15 995,874 27 5,121,361 12 4,125,487

4,012,547 4,911,292 12 4,012,547



12 4,012,547

4,097,833



5 月 12 4,125,487



5,084,245 10 4,097,833



10 4,097,833



15 986,412 25 令和 4年 4 月 10

(人) (円) (人) (円) (人) (円)

(7) 合　計

（ (5)＋(6) ）

月

(人) (円) (人) (円) (人) (円) (人) (円)

 常用労働者のほか、パート、アルバイ

トで雇用保険の資格のある人を含めま

す。

 実質的な役員報酬分を除きます。

(1)(2)以外の全ての労働者（パート、ア

ルバイトで雇用保険の資格のない人）を

記入してください。



(5)常用労働者、パート、アルバイトで雇

用保険の資格のある人（日雇労働被保険

者に支払った賃金を含む）

(6)役員で雇用保険の資格のある人（実

質的な役員報酬分を除きます）

◎ 【様式変更】　賃金集計表　　各月の集計欄に「令和4年度前期及び後期計（小計）」、最下部に「令和4年度　確定保険料算定内訳」が新設

区分

労災保険および一般拠出金（対象者数及び賃金） 雇　用　保　険　（　対　象　者　数　及　び　賃　金　）

(1) 常用労働者 (2) 役員で労働者扱いの人 (3) 臨時労働者 (4) 合　計 ( (1)＋(2)＋(3) ) 被　保　険　者


